
［別紙］ 

平成３０年度  哲学同好会事業報告

  哲  学   同好会  世話係名 依田 周二 会長名 高木 学 

月 日 実 施 し た 事 業 内 容 参加人員 

５ 月 １ 日 同 好 会 発 足 会 ５ 名

８ 月 １ 日

哲 学 同 好 会 夏 期 講 演 会  

第 一 部 「 哲 学 講 演 会 ～ ～ 」  

第 二 部 「 哲 学 を 語 る 夕 べ 」 （ 懇 親 会 を 含 む ）

会 場  ：  普 願 寺

講 師  ：  普 願 寺 副 住 職   業 田  昭 映 先 生

１ ２ 名

２ 月 中 ま と め の 会 （ 実 施 日 未 定 ）

今年度の反省と来年度への要望  

・ 夏 期 講 演 会 は 例 年 同 様 、 普 願 寺 副 住 職 で あ る 業 田 昭 映 先 生 に ご 講 演 を

お 願 い し た 。 毎 年 業 田 先 生 の 方 で 講 演 内 容 を 考 え て 下 さ り 、 大 変 あ り

が た い 。 忙 し い 中 毎 年 実 施 し て い た だ い て い る の で 、 来 年 度 も お 願 い

す る よ う で あ れ ば 、 早 め に 連 絡 を し て 日 程 調 整 を す る と よ い 。 （ 目 安

と し て ６ 月 上 旬 位 か ）

・ 夏 期 講 演 会 に は 同 好 会 員 以 外 に も 、 一 般 会 員 や 会 員 以 外 の 方 に も 参 加

し て い た だ い た 。 来 年 度 以 降 も 活 動 を 広 く 周 知 し 、 多 く の 方 に 参 加 を

呼 び か け た い 。



［別紙］ 

平成３０年度  同好会事業報告

文学   同好会  世話係名 川本 修一 会長名 黒岩 瑞樹  

月 日 実 施 し た 事 業 内 容 参加人員 

8月 3日 図 書 館 委 員 会 主 催 夏 期 講 演 会 4名

1 1月 3 0日 ビ ブ リ オ ト ー ク 3名

今年度の反省と来年度への要望  

図 書 館 委 員 会 主 催 の 講 演 会 に 参 加 さ せ て い た だ い た 。 図 書 館 の 役 割 に

つ い て 考 え る き っ か け と な っ た 。  

 昨 年 度 に 引 き 続 き 、 ビ ブ リ オ ト ー ク を 行 っ た 。 会 員 が 好 き な 本 を 持 ち

寄 り 、 そ の 本 の 魅 力 に つ い て 語 り 合 う 有 意 義 な 時 間 と な っ た 。  

 来 年 度 も 引 き 続 き ビ ブ リ オ ト ー ク を 行 え る と よ い 。 今 年 度 は 参 加 人 数

が 少 な く な っ て し ま っ た の で 、 予 定 の 調 整 を 行 い 、 な る べ く 人 が 集 ま れ

る 日 に 開 催 し た い 。 ま た 、 新 し い テ キ ス ト の 購 入 を 検 討 し て い き た い 。



平成３０年度  同好会事業報告  

 

   美 術  同好会  世話係名  冨沢 孝   会長名  中澤 竣   

 

月 日 実 施 し た 事 業 内 容 参加人員 

7月 2 8日 (土 )  裸 婦 人 物 画 講 習 会  ２ １ 名  

7月 2 9日 (日 )  裸 婦 人 物 画 講 習 会  ２ ２ 名  

7月 3 0日 (月 )  裸 婦 人 物 画 講 習 会  １ ９ 名  

1 2月 7日 (金 )   陶 芸 講 習 会 （ 成 形 ）   ４ 名  

1 2月 1 4日 (金 )  陶 芸 講 習 会 （ 高 台 け ず り ）   ４ 名  

1月 1 8日 (金 )   陶 芸 講 習 会 （ 施 釉 ）   ※ 予 定  ４ 名  

3月  日 (  )   陶 芸 講 習 会 （ 鑑 賞 会 ）  ※ 予 定  ４ 名  

   

 

今年度の反省と来年度への要望  

 裸 婦 人 物 画 講 習 会 は 、 今 年 度 も 上 高 井 教 育 会 館 を 会 場 と し て お 借 り す

る こ と が で き あ り が た か っ た が 、 今 回 は ７ ／ ３ ０ （ 月 ） に 事 務 研 と 重 な

っ て お り 、 譲 っ て い た だ い た と い う 経 緯 が あ り 、 た い へ ん 申 し 訳 な か っ

た 。 計 画 の 時 に 再 度 確 認 す る よ う に し た い 。 事 務 研 の 皆 様 に は 心 よ り 御

礼 申 し 上 げ ま す 。  

 陶 芸 講 習 会 は 、 忙 し い 時 期 で の 設 定 で あ る が 、 講 師 の 荻 原 先 生 に て い

ね い に ご 指 導 い た だ き 、 ま た 時 間 帯 も 柔 軟 に 対 応 し て い た だ き 、 じ っ く

り と 楽 し く 制 作 に 取 り 組 む こ と が で き た 。  

 同 好 会 員 が 世 話 係 含 め て ４ 名 し か お ら ず 、 同 好 会 と し て の 活 動 に な っ

て い な い 現 状 で あ る 。 少 し で も 多 く の 方 に 美 術 同 好 会 に 入 っ て い た だ き

た い 。 よ ろ し く お 願 い し ま す 。  

 



［別紙］ 

平成３０年度  同好会事業報告

  音楽 同好会  世話係名 長谷部直子  会長名  小林理恵

月 日 実 施 し た 事 業 内 容 参加人員 

5月  1日 (火 )  教 育 会 総 会 合 唱 発 表 の た め の 練 習 2 5名

5月 1 2日 (土 )  教 育 会 総 会 合 唱 発 表 4 3名

6月  7日 (木 )  
夏 期 講 習 会 （ 指 揮 法 講 習 会 ）

講 師 ： 田 久 保 裕 一 先 生  
3 4名

7月 1 4日 (土 )  
夏 期 講 習 会 (上 高 井 合 唱 交 歓 会 )  

講 師 ： 蓮 沼 勇 一 先 生
2 0 5名

1 1月 1 8日 (日 )  
発 声 講 習 会 ＜ 発 声 ・ 発 音 ＞

講 師 ： 長 谷 部 直 子 先 生  
1 0 0名

1 2月  9日 (日 )  
音 楽 授 業 ラ ボ ラ ト リ ー i n長 野 （ 音 ラ ボ と 共 催 ）

講 師 ： 高 倉 弘 光  先 生  
3 3名

1 2月 1 9日  

1月 1 1日 ･ 1 6日
同 好 会 コ ン サ ー ト に 向 け て の 練 習 1 0～ 2 0名

1月 2 5日  

2月 1日 ･ 8日

同 好 会 コ ン サ ー ト に 向 け て の 練 習

講 師 ： 杉 山 由 一  先 生  
3 0名 予 定

2月 1 1日 (月 )  
同 好 会 コ ン サ ー ト （ メ セ ナ ホ ー ル 小 ホ ー ル ）

講 師 ： 杉 山 由 一  先 生  
3 0名 予 定

今年度の反省と来年度への要望  

・ 教 育 会 総 会 の 合 唱 は 例 年 同 様 、 同 好 会 員 以 外 の 先 生 方 に も 大 勢 参 加 し

て い た だ き あ り が た か っ た 。

・ 指 揮 法 講 習 会 で は 夏 期 講 習 会 と し て 担 任 の 先 生 方 に も 多 く 参 加 し て い

た だ け 、 充 実 の 研 修 と な っ た 。

・ 音 楽 授 業 ラ ボ ラ ト リ ー は 他 郡 市 に も 声 を か け た と こ ろ 、 県 内 各 地 か ら

ご 参 加 い た だ い た 。 内 容 も 濃 く 実 践 に 行 か せ る 研 修 と な っ た 。

・ コ ン サ ー ト は 昨 年 度 同 様 、 杉 山 由 一 先 生 に 指 導 、 指 揮 を お 願 い し た 。

専 門 的 な 先 生 に ご 指 導 い た だ け る よ い 機 会 と な っ た 。

・ 来 年 度 も 先 生 方 の 要 望 を ふ ま え た 上 で 、 様 々 な 分 野 を 検 討 し 、 日 々 の

実 践 に 生 か せ る 研 修 会 を 行 い た い 。





［別紙］ 

平成３０年度  同好会事業報告  

 

  書 道 同好会  世話係名  市村 一彦    会長名         

 

月 日 実 施 し た 事 業 内 容 参加人員 

 
 

 

   

   

   

   

   

   

   

 

今年度の反省と来年度への要望  
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［別紙］ 

平成３０年度  同好会事業報告  

 

  算数数学 同好会  世話係名 中村 加津子  会長名   岡部温樹   

 

月 日 実 施 し た 事 業 内 容 参加人員 

5月 1日  第 1回 同 好 会  発 足 会 ・ 世 話 係 会 長 会  １ ５  

7月 3 1日  

夏 期 講 習 会 （ 算 数 数 学 研 究 委 員 会 と 合 同 開 催 ）  

・県大会レポート検討   

・研究委員会本時案検討  

・信州大学学術研究院教育学系准教授   

小松孝太郎先生  講演会  

１ ６  

8月 1 0日  夏 の 研 修 会 参 加 （ 県 算 数 数 学 教 育 研 究 会 ）  ３  

1 1月 2日  
県 算 数 数 学 教 育 研 究 （ 上 伊 那 ） 大 会 参 加  

・ レ ポ ー ト 発 表  
３  

1月 5日  冬 の 研 修 会 参 加 （ 県 算 数 数 学 教 育 研 究 会 ）  ２  

 

今年度の反省と来年度への要望  

 夏 期 講 習 会 で は ， 例 年 同 様 ， 算 数 数 学 研 究 委 員 会 と 合 同 で 行 っ た 。 信

州 大 学 学 術 研 究 院 教 育 学 系 准 教 授  小 松 孝 太 郎 先 生 を お 迎 え し ， 指 導 案

づ く り ， 講 演 会 を 開 催 し た 。 新 学 習 指 導 要 領 実 施 に 向 け ， 数 学 的 に 考 え

る 資 質 ・ 能 力 に つ い て 共 に 学 ぶ こ と が で き た 。  

当 初 計 画 し て い た 定 期 的 な 同 好 会 の 開 催 が で き な か っ た 。 ま た ， 県 算

数 数 学 教 育 研 究 会 の 研 修 会 へ の 参 加 者 も 例 年 よ り 少 な か っ た 。 会 員 を 増

や し て い く た め に も ， 日 々 の 授 業 実 践 に つ な が る 活 動 を 考 え て い き た い

。  

 



 

平成３０年度  同好会事業報告  

   体 育   同好会  世話係名  月岡 英明  会長名 山田 紀子    

 

月 日 実 施 し た 事 業 内 容 参加人員 

5月 1日 (火 )  発 足 会 、 世 話 係 ・ 会 長 会  １ ０ 人  

8月 1日 (火 )  

夏 期 講 習 会 「 ユ ニ カ ー ル を 楽 し も う ！ 」  

講 師 :長 野 県 ユ ニ カ ー ル 協 会 か ら ５ 名  

会 場 ： 高 甫 小 学 校 体 育 館  

７ 人  

2月 9日 (土 )  

（ 予 定 ）  

冬 期 講 習 会 「 全 長 1 3キ ロ の タ コ チ ツ ア ー コ ー ス

を 楽 し も う ！ 」  

講 師 ： Y A M A B O K U ｽ ﾉ ｰ ｱ ｶ ﾃ ﾞ ﾐ ｰ ( ｽ ｷ ｰ ｽ ｸ ｰ ﾙ  ﾂ ｱ ｰ ｶ ﾞ ｲ ﾄ ﾞ )  

場 所 ： Y A M A B O K U  W I L D  S N O W  P A R K (山 田 牧 場 ス キ

ー 場 )～ 山 田 温 泉 ス キ ー 場  

１ ０ 人  

(予 定 )  

 

   

 

今年度の反省と来年度への要望  

・ 今 年 度 、 会 員 の 要 望 が あ り 、 「 ユ ニ カ ー ル 」 の 講 習 会 を 実 施 し た 。 県

ユ ニ カ ー ル 協 会 の 方 々 に 、 道 具 を 持 参 し て い た だ き 分 か り や す く 講 習

を し て い た だ い た 。 「 ユ ニ カ ー ル 」 に つ い て 知 る 大 変 よ い 機 会 と な っ

た 。 大 会 へ の 参 加 も 勧 め ら れ 、 都 合 が つ か ず 出 場 は し て い な い が 、 新

し い 競 技 に 親 し む こ と が で き た 。  

・ 冬 期 講 習 会 は 会 員 以 外 の 先 生 に 多 く 参 加 し て い た だ け る こ と に な っ て

い る の で あ り が た い 。 実 施 は こ れ か ら な の で 、 実 施 後 に 改 め て 会 計 報

告 を 提 出 さ せ て い た だ き ま す 。  

・ 来 年 度 も 会 員 に 限 ら ず 広 く 参 加 者 を 募 り 、 興 味 の あ る 先 生 方 と も 一 緒

に 楽 し め る と よ い の で は な い か 。  

 

 



［別紙］ 

平成３０年度  同好会事業報告  

 

  地歴  同好会  世話係名 金井 勝久    会長名  須山 均    

 

月 日 実 施 し た 事 業 内 容 参加人員 

５ 月 １ 日  同 好 会 発 足 会 、 世 話 係 ・ 会 長 会  １ １ 人  

７ 月 ３ １ 日  

第 １ 回 地 歴 同 好 会  

「旧中山道（木曽方面）の街道めぐり」  

 見学場所  

○馬籠宿散策・藤村記念館  

○妻籠宿脇本陣  奥谷郷土  

○上松寝覚めの床  

○木曽福島関所見学   

講 師 佐 藤 広 夫 先 生 (須 坂 市 生 涯 学 習 ｾ ﾝ ﾀ ｰ生 涯 学 習 指 導 員 )   

旧中山道沿いに木曽路を訪ね、江戸時代の面影を残 

している木曽路を通り、歴史や檜や漆器の文化等の 

研修 を 深 め た 。  

２ １ 人  

 

 

今年度の反省と来年度への要望  

・ 中 心 と な る 活 動 の 夏 期 巡 検 に は 、 同 好 会 員 以 外 の 方 や 、 一 般 の 方 の 参

加 も い た だ き な が ら の 研 修 と す る こ と が で き た 。 来 年 度 は さ ら に 多 く

の 方 に 参 加 を し て い た だ け る よ う 、 日 程 を 早 め に 調 整 し 、 同 好 会 員 は

も ち ろ ん 多 く の 先 生 方 に 、 事 前 の 呼 び か け を 行 っ て い く 。  

・ 今 年 度 は 夏 期 巡 検 以 外 の 活 動 を 実 施 す る こ と が で き な か っ た 。 会 員 の

希 望 を 聞 き な が ら 研 修 内 容 を 検 討 し 、 同 好 会 の 回 数 を 増 や し 、 研 修 を

深 め ら れ る と よ い 。  

 



［別紙］ 

平成３０年度  同好会事業報告  

 

  俳文学     同好会  世話係名 前田 博展  会長名 下川 光子    

 

月 日 実 施 し た 事 業 内 容 参加人員 

8月 4日  小 布 施 町 浄 光 寺 薬 師 堂 に お い て 吟 行 と 句 会   7名  

1 1月 3日  
須 坂 市 臥 竜 公 園 ・ 須 坂 市 動 物 園 に お い て 吟 行 と

句 会  
7名  

   

   

   

   

   

   

   

   

 

今年度の反省と来年度への要望  

８ 月 ４ 日 、 小 布 施 町 浄 光 寺 に お い て 吟 行 と 豊 洲 小 学 校 で 句 会 。 １ １ 月

３ 日 、 臥 竜 公 園 ・ 須 坂 市 動 物 園 に お い て 吟 行 と 豊 洲 小 学 校 で 句 会 、 計 ２

回 行 っ た 。 同 好 会 で い つ も お 世 話 に な っ て い る 「 雉 子
き ぎ す

」 主 宰 の 田 中 保 先

生 を 講 師 に お 迎 え し た 。 吟 行 で は 、 ゆ っ た り 歩 き な が ら 先 生 か ら 俳 句 作

り の ヒ ン ト を 教 え て い た だ き な が ら 俳 句 を 作 り 、 そ の 後 豊 洲 小 学 校 に て

句 会 を 行 っ た 。 時 間 を 忘 れ 、 句 か ら 多 く を 学 ぶ 有 意 義 な 時 間 と な っ た 。  

来 年 度 も 、 ２ 回 ほ ど 吟 行 、 句 会 を 開 き た い 。  





［別紙］ 

平成３０年度  同好会事業報告  

 

   英語    同好会  世話係名 鈴木しのぶ   会長名 松倉邦幸    

 

月 日 実 施 し た 事 業 内 容 参加人員 

５ 月 １ 日  発足会，世話係・会長会 １ ２ 名  

７ 月 ３ ０ 日  

国 際 交 流 員  呉  錫 英 （ オ ・ ソ ギ ョ ン
） さ ん 【 韓 国 】 に よ る 異 文 化 理 解 ・ 体
験  
 
インターナショナルティータイム  
①韓国の文化の紹介  
・韓国の概要（言語・文化について）  
・韓国のお茶文化について  
・韓国のお菓子（ホットク）の説明  
 
②韓国のお菓子「ホットク」作り  
 
③ 「 ホ ッ ト ク 」 と 韓 国 の お 茶 を 飲 み な
がらフリートーク  

 

９ 名  

 

今年度の反省と来年度への要望  

韓国籍の国際交流員の方からお話を聞く機会を得て、英語同

好会ではあるが見聞を広める意味で、英語圏以外の国際理解

教育・異文化理解を図ることができ、とても充実した時間となった

。また、韓国の英語教育の実情に関しても話を聞くことができた。 

 今後は、小学校で外国語科・外国語活動が必修化するにあた

って、小中連携や小小連携に役立つような研修や講座も実施で

きるとよい。 

 



［別紙］ 

平成３０年度  同好会事業報告  

 

  技術・家庭 同好会  世話係名 中沢 裕子    会長名 安藤 晴樹   

 

月 日 実 施 し た 事 業 内 容 参加人員 

５ 月 １ 日  同 好 会 発 足 会  １ ５ 人  

８ 月 １ 日  夏 期 講 習 会 （ 講 師 ： 花 王  商 品 教 育 グ ル ー プ ）  ９ 人  

1 1月 2 2日  情 報 交 換 会  ８ 人  

２ 月 ～ ３ 月  情 報 交 換 会   

   

   

   

   

   

   

 

今年度の反省と来年度への要望  

企 業 を 活 用 し た 講 習 会 は 有 用 で あ る と 感 じ た 。 来 年 度 も 企 業 の 活 用 を 視

野 に 入 れ つ つ 、 日 々 の 授 業 に い か せ る よ う な 研 修 を 計 画 で き る と 良 い 。  

 



［別紙］ 

平成３０年度  同好会事業報告  

 

   道徳教育  同好会  世話係名  浦野 康彦   会長名 長田みゆき  

 

月 日 実 施 し た 事 業 内 容 参加人員 

５ 月 １ 日  発足会，世話係・会長会 ４ 名  

７ 月 １ ９ 日  公 開 授 業 （ 栗 ガ 丘 小 学 校 ）  ６ 名  

７ 月 ３ １ 日  「 特 別 の 教 科 道 徳 」 に つ い て の 学 習  ４ 名  

１ １ 月 ９ 日  長 野 県 道 徳 学 会  公 開 研 究 授 業 へ の 参 加  ２ 名  

２ 月 ８ 日  公 開 授 業 （ 森 上 小 学 校 ）  未 定  

   

   

   

   

   

 

今年度の反省と来年度への要望  

夏休みの研修で、中野市立科野小学校の湯本校長先生より、「１学期の評価をど

うしたのか」「これから評価をどうしていけばいいのか」「通知票や指導要録に

は評価をどう書けばいいのか」など道徳の評価についての話を中心に伺うことが

でき、有意義な時間となった。今年度は授業公開を２回おこなうことができ、研

修の機会が広がったが、今後は、日常の中で道徳の授業での悩みや授業のワンポ

イントなどを気軽に話すことができるような活動も考えていくことができればい

いと考えている。 

 



［別紙］ 

平成３０年度  同好会事業報告  

 

  コンピュータ 同好会  世話係名 松澤 裕子  会長名 竹前 和智  

 

月 日 実 施 し た 事 業 内 容 参加人員 

５ 月 １ 日  同 好 会 発 足 （ 常 盤 中 学 校 に て ）  ６ 人  

1学 期 中  夏 期 講 習 会 計 画 ・ 準 備   

７ 月 ３ １ 日  
夏 期 講 習 会  

内 容 ： ① 最 近 の コ ン ピ ュ ー タ 事 情 に つ い て   

～ 最 近 の ニ ュ ー ス か ら ～  

   ② プ ロ グ ラ ミ ン グ 教 育 研 修  

③ 実 技 講 習 会  

会 場 ： 井 上 小 学 校 パ ソ コ ン 教 室  

 

９ 人  

２ 学 期 中  夏 期 講 習 会 の 反 省 ・ ま と め 等   

 

今年度の反省と来年度への要望  

・ 夏 期 講 習 会 で は 、 コ ン ピ ュ ー タ に 関 す る 最 新 の 話 題 ・ ト ピ ッ ク ス 、 プ

ロ グ ラ ミ ン グ 教 育 な ど に つ い て 、 参 加 者 同 士 の 情 報 交 換 や 意 見 交 換 な

ど も 交 え な が ら 充 実 し た 研 修 会 を 行 う こ と が で き た 。 プ ロ グ ラ ミ ン グ

教 育 の 研 修 で は 、 プ ロ グ ラ ミ ン グ 教 育 の 手 引 き の 読 み 合 わ せ や 教 材 の

操 作 体 験 な ど 、 時 間 を か け て じ っ く り 行 う こ と が で き て よ か っ た 。 会

場 は 井 上 小 の パ ソ コ ン 教 室 で 行 っ た 。 期 日 や 会 場 、 講 習 の 内 容 等 よ か

っ た 。  

・ プ ロ グ ラ ミ ン グ 教 育 に つ い て は 、 来 年 度 も 研 修 を 行 え る よ う 、 検 討 し

て い き た い 。  

 



［別紙］ 

平成３０年度  同好会事業報告  

 

 上高井の総合的な学習を考える会 世話係名 小山 勲  会長名 佃 啓光   

 

月 日 実 施 し た 事 業 内 容 参加人員 

8月 1日  

夏 期 講 習 会  

「 手 作 り ピ ザ 釜 で 、  

手 作 り 夏 野 菜 ピ ザ を 焼 こ う 」  

6名  

1月 3 1日  

（ 予 定 ）  
地 域 素 材 を 活 か し て 「 恵 方 巻 き 作 り 」  

8名  

（ 見 込 み ）  

   

   

   

   

   

   

 

今年度の反省と来年度への要望  

・ 計 画 で は 「 実 践 を 語 る 」 を 定 期 的 に 行 う 予 定 だ っ た が 、 な か な か 都 合

が つ か ず 、 実 施 す る こ と が で き な か っ た 。 他 校 の 実 践 か ら 学 べ る こ と は

多 い の で 、 来 年 度 は 学 期 に 1度 で も 行 え る と 良 い 。  

・ 夏 期 講 習 会 へ の 参 加 が 、 他 行 事 に 重 な っ た 等 の 理 由 で と て も 少 な く 残

念 だ っ た 。 で き る 限 り 参 加 し て い た だ け る と 準 備 す る 側 と し て も あ り が

た い 。  

 



［別紙］ 

平成３０年度  同好会事業報告  

 

 子どもの本研究会  同好会  世話係名 佐藤利恵先生 会長名  加藤敦子     

 

月 日 実 施 し た 事 業 内 容 参加人員 

５ 月 １ 日  同 好 会 発 足 会  １ ２ 名  

６ 月 ２ 日  春 の 読 書 会    ９ 名  

７ 月 3 1日  パ ネ ル シ ア タ ー 作 り   １ ０ 名  

８ 月 ２ 日  絵 本 美 術 館 探 訪  ～ 小 さ な 絵 本 美 術 館 （ 岡 谷 館 ・ 八 ヶ 岳 館 ） 原 田 泰 治 美 術 館 ～   １ ０ 名  

1 2月 1 5日  秋 の 読 書 会    ７ 名  

２ 月 1 6日  冬 の 読 書 会  ７ 名 位  

   

   

   

   

 

今年度の反省と来年度への要望  

・ 今 年 度 は 日 程 調 整 が う ま く い か な か っ た た め 、 講 演 会 が で き ず 残 念 で

し た 。 そ の 分 、 ３ 学 期 に ３ 回 目 の 読 書 会 を 開 催 し 、 絵 本 や 読 み 物 、 授

業 で 使 え そ う な 本 な ど の 情 報 交 換 を 密 に す る 予 定 で す 。 な か な か 参 加

で き な い 先 生 方 も い ま す が 、 本 の 情 報 は 伝 え て い き た い と 思 い ま す 。  

・ 夏 の ２ 回 の 同 好 会 は 、 会 員 以 外 の 参 加 者 も い て 好 評 で し た 。 教 員 以 外

の 一 般 の 参 加 も あ っ て 、 活 動 を 外 に 知 っ て い た だ け る 機 会 と な っ て よ

か っ た で す 。 絵 本 美 術 館 探 訪 は 素 晴 ら し い 作 品 に 触 れ 、 い ろ い ろ な 本

を 知 っ て 世 界 を 広 げ る こ と が で き ま し た 。  



［別紙］ 

平成３０年度  同好会事業報告  

 

  上高井掃除に学ぶ  同好会  世話係名 宮入勝彦  会長名 中村文成  

 

月 日 実 施 し た 事 業 内 容 参加人員 

５ 月 １ 日  発 足 会  ４ 人  

７ 月 １ 日  常 盤 中 学 校 掃 除 に 学 ぶ 会  
３ 人  

生 徒 1 8人  

８ 月 １ 日  夏 期 同 好 会  ３ 人  

３ 月 １ ０ 日  小 布 施 中 学 校 掃 除 に 学 ぶ 感 謝 の 会 参 加 （ 予 定 ）   

   

   

   

   

   

   

 

今年度の反省と来年度への要望  

常 盤 中 学 校 ト イ レ 改 修 に と も な う ト イ レ 掃 除 （ J R C委 員 会 企 画 「 さ よ

な ら ト イ レ 君 」 ） に 参 加 し 、 生 徒 と 一 緒 に 掃 除 を 行 う こ と が で き た 。 非

常 に 暑 い 日 だ っ た が 、 黙 々 と ２ 時 間 の 掃 除 実 習 を 行 い 、 掃 除 を 行 う 気 持

ち よ さ と 意 義 を 生 徒 と 共 有 す る こ と が で き た 。 ま た 、 夏 期 同 好 会 と し て

、 常 盤 中 学 校 武 道 場 の ト イ レ を お 借 り し て 、 掃 除 を 行 う こ と が で き た 。  

同 好 会 員 が 少 な い こ と が 課 題 で あ る の で 、 会 員 以 外 に も 声 を か け 、 掃

除 の 良 さ を 少 し ず つ 広 め て い き た い 。  
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